
第２次太子町人権行政推進プラン成果指標の取組状況 

 

第２章 施策の基本方向 

 

１．人権教育・啓発の推進 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

人権啓発活動の実施回数 １１回 ２回 ※１ ４回 ※１ ９回 ※１ １１回 継続実施 

人権啓発事業への参加者数 ７００人 ９３人 １４６人 ３９６人 ７０７人 ８００人 

中学校での外部講師による人権学習会の開催 １回 １回 １回 １回 １回 継続実施 

 ※１ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１１回実施することができなかった。 

 

３．相談体制の充実 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

人権相談会の定期開催 － － 未実施 ※２ １１回 ※３ １２回 毎月１回開催 

※２ 人権相談会を定期開催するための準備として、人権擁護委員と協議した。 

※３ ５月から毎月１回開催した。 

 

４．人権リーダーの養成 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

地域における人権リーダーの養成 ※４ － － 未実施 未実施 未実施 ５人 

町職員の人権リーダーの養成 ※５ － － ２人 １人 ０人 ４人 

※４ 目標は延べ人数。地域の人権リーダーは、住民が人権の視点から地域の様々な課題について、自主的・自発的に考え取り組み、それを地域全

体で支えていく中心的な役割を担う。実施については、太子町人権協会と協議予定。 

※５ 目標は延べ人数。職員の人権リーダーは、日々の職場の業務運営について人権の視点からアドバイス・相談・情報提供等が行える役割を担う。 

資料３ 



また、職員の人権リーダーは、大阪府人権総合講座人権相談員スキルアップコース修了者又は、部落解放・人権大学講座修了者とした。 

 

第３章 人権課題への取組 

 

１．子どもの人権 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

ひとり親家庭相談数 ４件 ５１件 ４５件 ４７件 ３４件 ５件 

富田林子ども家庭センターにて相談受付（電話相談を含む）。 

平成３１年度は出張相談数のみ。令和２年度から電話相談数も含む。令和３年度から出張相談廃止。 

 

２．女性の人権 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

南河内男女共同参画社会研究会講演会 

の参加者数 
１５０人 中止 ※６ 中止 ※６ １１６人 ９７人 ２００人 

 ※６ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため講演会を中止し、マスクケースを各年度７００枚配布。 

 

３．障がいのある人の人権 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

権利擁護に関する相談支援件数 ２３件 ２８件 １１件  ２２件 ５件 ４１件 

 

４．高齢者の人権 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

安心太子見守りネットワーク事業登録者数 ５７人 ６６人 ６１人  ６９人 ６２人 ７０人 



 

５．同和問題（部落差別） 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

新規採用職員を対象とした同和問題に関す

る研修 
３回 ２回 ※７ １回 ※７ １回 ※７ ３回 継続実施 

 ※７ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３回実施することができなかった。 

 

１１．自殺や自死遺族に対する偏見や差別 

成果指標 
Ｈ31 年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

目標 

（Ｒ７年度） 

心の相談会「こころほぐしの会」の開催 ６回 ６回 ５回 ※８ ６回 ６回 継続実施 

※８ 相談の申込みがなかったため１回中止。 

 


